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§１．研究成果の概要 

本さきがけ研究では、従来の原子層材料の骨格を維持したまま異なる原子を導入する原子置換

法や材料の直接加工が可能なパターニング法によって、原子・構造・空間の３つを制御した新規遷

移金属カルコゲナイド(TMCs)原子層を実現し、その電子特性を spin-ARPES および第一原理計算

を用いて明らかにすることで、従来の材料では達し得ない特性を発揮する革新的原子層材料を開

発するものである。 

本年度は、上記達成目標を実現するための原子置換装置と真空中でレーザ局所加熱による材

料の直接パターニング加工が可能な真空ガルバノスキャンレーザ装置の改良・整備を行った。原

子置換装置に関しては、建設中の真空ガルバノスキャンレーザ装置に原子置換装置を行った。さ

らに、初年度において試験的に行った VTe2 原子層の Te 原子を S 原子に置換した VS2 原子層材

料の作製を改めて行い、均一な VS2 原子層の作製を実現するとともに、マイクロ ARPES および S T 

M の実験によって新たな CDW 相を発現していることを明らかにした。また、NbTe2 原子層材料の

作製および Te から S 原子への原子置換による NbS2 原子層材料の合成も進めている。以上の結

果は本さきがけ研究において提案した原子置換法が S 原子を基本とした TMCs 材料合成に有効

であることを示している。さらに、NbSe2 原子層や TaSe2 において強固なモット絶縁相の存在などの

物性解明に成功した。 

真空ガルバノスキャンレーザ装置に関しては、初年度において加工時における試料照射時のレ

ーザ径が 10um 程度のサイズであった径が 1um 程度に微小化に成功するなど、着々とレーザ加工

の調整を進めることができている。来年度はさらなる微小化に取り組む。また、新たな試みとして、

材料加工後および原子置換後の材料評価を行うために、分光器の製作・調整を行うことで、ラマン

分光や発光分光などもレーザ加工装置で同時に行える装置改良も行った。 
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